
町会名：木曽呂第二町会（加入世帯数：５００世帯）
テーマ：「明るく元気に楽しい町会を目指して」

２ 取り組みの背景

〇町会の高齢化による町会員減少の防止策 〇オープンチャットでの情報の先取り

〇新規転入者の町会加入策 〇緊急情報取得での避難活動取得

〇イベントの多開催による地域の活性化 〇町会内部の共有化と人員の適正配置

〇各施策のチラシの充実

〇分かりやすい町会加入チラシの作成

１ 好事例の概要（テーマ）

〇１００歳体操の実施

〇新規住宅への役員訪問

〇イベント（夏まつり、芋ほり、防災フェスタ、もちつき会）参加者が各１００名を超えた

〇分かりやすいチラシで周知活動

〇自治振興課との連携による町会加入チラシの作成

〇オープンチャットによる情報の共有化

〇町会各部の役員連携
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３ 取り組みの具体的な内容

〇１００歳体操について、毎月第一、第三火曜日の

１０時から１２時に開催

３０名が行い合言葉は百歳まで頑張ろう

〇加入促進月間を作り、役員１０名で２名のペアを

組んで新規住宅の訪問活動を行った。

〇町会役員だけに限定せず参加者を募り、イベント参

加後、町会加入があった。

〇オープンチャット参加町会員が１２３名にな

り、火災・緊急情報が正確に伝わった。

〇各部の人員不足を連携プレーでまかなうと共

に、中学校の学生の応援でまかなった。



４ 取り組み後の効果

〇高齢者の健康保持、町会活動の手助けになっている。

〇新規加入者１１名の成果

〇各イベント共に１００名を超える参加者があり、その後の町会加入者３名

５ 今後の課題

〇高齢化傾向は今後も進んでいくため、次に何をやっていくか、検討していく

〇各イベント終了後、必ず反省会を開催し内容を今後に向けて進化させる

〇アプリを使ったチラシ作りも、複数人により内容を検討し充実を図る

〇オープンチャットも町会員の半数が参加していただけるように取り組む

〇今後も情報の共有化を継続していく

６ その他

〇上記の他、女性役員増加による知恵・繊細な施策の取り組み、若手役員によるパワーが大

きな力になっている。

〇川口市自治振興課としても、町会員の加入促進策の例題をあげていただきたい。

〇木曽呂第二町会として会員加入促進を図って新規加入もあるが、高齢による脱会や転居等も

あるので現状維持を保つ程度になっている。


